
"Shiro Fumi" No.10  The News of Himeji Center for  Research into Castles and Fortifications.

▲「城踏」の様子

SHIRO

FUMI

編集・発行；姫路市立城郭研究室
　〒670-0012   姫路市本町68-258  日本城郭研究ｾﾝﾀｰ内
　  　　　TEL  0792-89-4877　FAX  0792-89-4890 　
   　　E-mail   kyo-jyokaku@city.himeji.hyogo.jp

姫路市立城郭研究室ニュース「城踏」No.10 1999年12月1日

執念！信念！「屋嶋城跡研究所」

　高松にちょっと変わった人がいる。自ら「屋嶋城跡研究所」なる私設研究所を主催する平岡岩夫氏である。
　平岡氏と初めて会ったのは石城山（山口県）の踏査の時であった。非常に熱心に我々の議論に耳を傾けておられたので、いったいどんな素性の人なのか疑問であった。差し出された名刺には
「屋嶋城跡研究所」と堂々と書かれたあったのが印象的で、議論に加わって持論を披露しても、郷土史家にありがちな押し付けがましさはないのである。聞けば、「屋島は自分のもの」とうそ
ぶくほど屋島に愛着をもっておられ、そこに古代山城があったことを知って、自らその調査に乗り出したところだというのである。
　ところで、屋島は香川県高松市に所在する史跡である。現在は陸続きであるが、もとはその名のとおり瀬戸内海に浮かぶ島であった。山頂には奈良時代創建と伝えられる屋島寺があり、平安
末期には、平氏の水軍がここに集結していたところ、源義経に背後から急襲された屋島の合戦でよく知られているが、『日本書紀』によれば天智天皇６年（667）11月に「倭国高安城・讃吉国山
田郡屋嶋城・対馬国金田城を築く」とあり、ここ屋島に古代山城が築かれていたことが記録されているのである。
　これまで、屋島において古代山城の遺構としては、島の北西部山麓の「浦生（うろ）」という集落の近くで谷部に石塁が見つかっているだけで、対馬の金田城のような城壁ラインは見つかって
いなかった。屋島は遠目から見ればわかるように、 メサ地形の山であり、周囲が断崖絶壁となっている。そのため島そのものが自然の要害となっているため、城壁が築かれなかったと見られて
いたのである。実際、我々もそう思っていた。
　しかし、平岡氏は古代山城が規模の差こそあれ、城壁をもっていることから屋島にもあるはずと、ひとりで探索を始め、ついに1998年冬、写真のような石積みを発見したのであった。

左：屋島遠景
　　山頂部が平坦で、周囲が断崖になっている地形がよくわかる。↓のあたりが、石積みの見つかった場所。

平岡氏の発見した石積みは、断続的につながる長さ約200ｍで、そのうちか
つて「巡礼道」と呼ばれた古道に沿う谷部には、右のような高さ4.7ｍの石
積み築かれている。個々の石が平たいのは、讃岐石の特長である節理によ
る。坂出市にある讃岐城山城の石塁もこれに類似する箇所が見られる。私
見では栗石の充填はない。研究者の中には、中世の石積みの可能性を指摘
する人もある。この石積みの上部はテラス状になり、山頂西南部をまわっ
ている。そのありかたは、古代山城で確認される「車道」状遺構によく似
ている。

写真１　新発見の石積み

↓

写真２

写真１の石積みを横（北側）から見たところ。
屋島の南山麓から「大谷」という大きな谷が刻まれている。
その支谷を突き進み、傾斜変換点にさしかかると、この石積
みが忽然と現れるという（平岡氏の御教示）。傾斜変換点の
すぐ上に城壁が築かれている状況は、ほかの古代山城とも共
通する特徴の一つである。
また。この石積みは左右がもう少し繋がっていたようで、谷
下部には崩壊したとみられる石材が多数散乱している。

写真３

石積みの上部。幅３ｍほどの平坦地。石積
みに沿って延びている。とくに写真１・２
の石積みの上部の平坦面がもっとも広くな
っている。石積みの途切れた部分が見られ
るので、そこが門の跡である可能性もある。
屋島ではこうした「車道」状の平坦面が帯
状に存在することを、村田修三氏が1985年
に、すでに指摘されていた。村田氏の指摘
した平坦部と平岡氏の発見した平坦部がど
のように繋がるのか、今後の調査が期待さ
れる。

在野研究者は「足」で勝負する
　屋島へは、高松築港駅より琴平電鉄で「琴電屋島」下車。屋島ケーブルに乗り換え。山上駅で下車し、屋島寺
に向かって遊歩道を300ｍほど歩き、斜面に向かって薮の中を進むと「車道」状平坦面に出る。その下に石積み
が存在する。
　また、村田修三氏が発見した「車道」状平坦面は、屋島水族館の北側斜面にある。ただし、ごみや水族館から
の汚水が垂れ流しになっているので、かなり汚れることを覚悟して行く必要がある。
　

平岡氏は、屋島にあるあらゆる谷を登り、城壁の存在を調査した。急峻な屋島の調査は容易ではなかったはずである。それでも彼は、「学術的な研究は学者にまかせて、僕は山歩きを
研究の基本」と言い切る。その態度も謙虚である。
本当の学問とは、こうした信念と「足」が新地平を拓くものだと痛感させられるのである。
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